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先人に学ぶ  

R迂エソフトウェアエンジニアリング株式会社取締役会長 佐 藤  孜   

規在，世界経済は，困難な局何＝二あり，先進【車lを小  

心に，不況からの脱却及び不況恒］避の方策の急務等，  

各国がそれぞれの文化や歴史を背景として，綻ノ邑－の在  

り方を模索している。いわゆる，これまでの「株工貸  

本主義」「株主価値最大化を目指す資本主義」といっ  

た考え方から脱却した経常理念の存在の承認である。  

1999年5月のOECD「コーポレートガバナンス（企業  

統治）に関するガイドライン」において，企業を収り  

巻く多様な利害関係者，例えば従業員，顧客，地域社  

会，国，地球環境などの重視が強調されていることも  

その一例と考えられる。   

そこで，私は，これからの程常においては，「命令に  

よる統治」ではなく経営理念の「共感と共有」という  

ことが車安な鍵を握っていると考える。株主価値最大  

化だけでは，社員はもとより企業を収り巻く多くの  

人々の共感を得ることは不日」▲能である。特に若い次世  

代を担う人達の胸を打つことは，限りなく不可能に近  

い。経営は，経営理念に対する多くのノし々の共感と協  

力を得て発展する。新技術の開発や新市場の創むには，  

全員が結集する企業理念が不可欠である。おそらく，  

この考え方は，経済界をはじめ，教育界を含めたあら  

ゆる組織体にとって共通するものではなかろうか。全  

員に感動を与えないメッセージは，全体に浸透し得な  

いし，不毛のものとなるであろう。   

この経営理念の「共感と共有」の基礎となるのは，  

リーダーに対する信頼と共感である。古くから「徳治  

t義」という考え方があるが，その意味することはリ  

ーダーの人格への尊敬である。人格t義に対する信頼  

である。もちろん，少数のリーダー層の人格だけでな  

く，多数の人々の人格の向上が社会を安定させ発展さ  

せるr〕全体のレベルがl乙」上した中からリーダーが選ば  

れ，全員がそれぞjL役割分担をして協ノ」し，前進する  

ことが求められる姿である。しかも，人間の成長には  

終わりがなく，そして，人格の陶冶にも終わりはない。  

「人間は努めている限り迷うものである。」「しかし  

努めている限り扱われる（r」という文豪ゲーテが「ファ  

ウスト」で述べた言葉は，時代を超えて，今も新鮮に  

心に響くものがある。我々は先人に′、デ：び，時流に迎合  

せず，歴史を貫く真実なるものを求めて，世代を超え  

て「共感と共イJ‘」を持ち続けたい。  
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今，学校は説明責任に努めることが求められてい  
ます′」同時に．地域に開かれた学校づくり，白⊥的・  

自律的な学校づくりを推進することが期待されてい  

ます（中央教育審議会答申「今後の地方教育行政の  

在り机二ついて」1998仁教育課程蕃議会答埠「児童  

生徒の学習と教育課程の実施状況の計価の在町方に  

ついて」2000）。“千枝評価’’は，その実硯の鍵を  

掘る教育活動等に対する自己点検・自」評価です。   

1学校評価って，またその役割は？  
戟後，学校評価の推進に先駆的な子是剤を果たした  

幸「口三郎は，その著吉『学校計価」］（1964）の中で，  

学校評価を，次のように定義づけています。   

目が設定されています（。  

申項「l例  小  唄 Il 例  
1戯育「H票・教育．i冊】i・教育課題の設定  

・教育「汁阿仁r）作成  

・教育課杵1り術J戊 なと、  

2綜靴科の指専  指鳳人J苓げ）柏濯とl二大改苦  

′、㌣門膵パ巨ケ「人改善  
評価方法Ⅵ1二夫改善 なと  

隼怖け）指導計画  
′、γ’校行事けT二」こ改喜  

．評イl†rj引去の1二夫改善 など  

川題行動等の指導  

家庭・関係誹牒関との逮捕  

校抹分掌と相互の連携  

釦軋休刷づくり  

危機肯岬付制づくり なと  

叫封忠りl川」1■【1■動  

・総合的な′、／二習んり 、   

11描臣′り指導  

叫二律指導・進路指導  

粧′洋組織  

教育喋境の整≠  

施．．迂・設備の拡充  
施設・設備の竹即 なと  

り麦j吏）  

公文書の作成・う■1・理  

イ恥u肯紬汀笹川・悍．僅  
教育悼掛細用三・宇；‥岬 なと  

学校全体を対象として，  一つの組織体として  

の学校が，その本来の機能をどの程度果たして  

いるのかを，教育の∩的に基づく、完の基準に  

照らして，包括的に，しかもできるだけ客観的  

り研究・棚帽  
叫肯報管用  

に判定し1，それに基づき千枝が行う情動全般  

についての改善万策を総合的．イ1▲様的糾点から  
町家庭・地域写との追   

捕  

家庭・地域等との通路  

佼帥l用件／J．の心拍  

PTA情動 ÷ヒ  

立てるのに役立たせる意l到をもってなされる評  

価である、＝、拙は筆m二よるもげ）J  

（1卜：4Jは教育活劇に係る項目．またニ＼机息経常  

活動に係る項目です。この評価活動をR常「l勺なもの，  

機能的なものにするためには，例えば小項目は数が  

多くならないよう，各テ校のノノミ態（必要件，実施の  

可能性等）に応じて精選し設定することが人切です．   

3 学校評価の実際例（2）－「校（園）内研修」を例に一   

校1勺研修は，その様態のいかんにかかわらず，教  

帥の実践力を高め，ひいては幼児児童′卜徒への教育  

効果をあげるうえでも苺婁な経営活動の一つです〔、  

その評価に当たっては，その趣旨・ねらい等から，  

次のような観点1例）が考えられます 

＜下線（1）から分かること＝学校評価の内容や方法＞  

C内容：学校教育がイ］▲している庵瀧に係る達成状潤   

★「機能」：教育基本法第一条，学校教育法第十八  

条などに定められる目的  

文教市【l標は  本化したもの そのH的を具  

0力▲法：‘′こ内薫刊を1Lめて．山川に，できるたけ阻廻甚  

★「一元の基準」：各教科の評価基準など  

★「…客観的に」：数値目標を定めた評価や，「学校   

評価委員会」による評価など共同体制による評価   

は．そのためのもの。   

＜下線（2）から分かること＝学校評価の役割＞   

C役割：匡木が行う活動全般について改善ノノ策を  

、■／一．てるのに役立てる   

★「…倍勤全般」：教育活動十経営活動  

教育活動とは，教育課帯書け）美施状況。  

lイ▲と、もの′夫態等を基に笑柁十明ゼぺ「′卜や緊急什を踏ま   

∴た課題がト拙として設／′上きれているか けり遁「1標の   
設㍍を含む）  

」イJ「究推進糾職，ノ捌折l▲l叫（利札lけ＼l川」，lノ」辛ドミう；）   

が「1」桁に進められるよう、’′．てこフォLているか  

3′よりよい1日ナ暗くC7川・で．i・」議され，解lリ」された点や残さ   

れた問辿ノ1・二が明らかにな／Jているか  

1ノ帖佃やt叶化のため州朴Lを▲ 資料7が 適切に整†瑞され，   

また斗㌧・ミかし、フ1、．†川三りしているか なと 

紆常盲1？劫とは  

教育課程等の実施に関㌧する教子f諸条什（人的・  

物的・財政的・組織牒′喜一的な条件〕叫舌用状況「  

この経営活動の評価を介わせて行うことによっ  

て，′r怯教卓の改善ノJ▲策が具体化できるのです‥  

【最後に】   

学校評価を行うことは，評価活動のゴールではな  

く，それは学校としての質的向上を図るためのもの  

です。そして，学校評価を充実させることは共通の  

目的達成のための教職員の協働的な営みを高めます。  

また，保護者・地域からの理解や信頼を深め，協力  

をより一層得ることができます。   

2 学校評価の実際例（1）一包括的な評価例一   

大阪府では，平成10年度に字校教育自己診断票を  

作成しました。その診断票には，次のような観′［．丁項  



絞（凰）内研修の進め方について（2）   

校（固）lノ、J研順については所報70ぢ一（平成14年6月発行）で共本的な考えノJ▲をおホし  

しました。ノ「恒＝ま，特に，授業研究における協議会の進め方の 一例を紹介」ます。校卜加二  
おける授業研究の進め方は，各学校で様々な1二人がなされ実施されていると思、いますが，協議会を充実させるための  

万はの一つとしては次のような方法があります。  

佼（同）lノ、」研修を有意義なものにするためには次の2一巾二が重要です。  

宥 授業者は山らの授業（保育）実践上の課題やその改善等についてLリ］確に示すこと。 一力▲，投業（保育）参観者   

は，それを理解して協議すること。  

こむ 研修会終r時においては，自らの幼児児童／卜徒観や指導観などを見直し，1」らの課題と照らし合わせて新たな   

実践力▲法を創造すること。   



「  

研修講座だより（3）  
10－12I引己実施した研鰭く一静）の♯専をまとめまし危  

校内研修推進毅星間個講座  

授業（保育）力を高める校（園）内研修の進め方  日本女子大学教授 澤木和子   

授業研究を適した，教師の授業 仁保育ノ カを高める校≡ 律計）内研修の進めんの実際ということで  

城LJ」北中学校において授業と校内協議会を公開していただきました。澤本先斗＿からは，子どもに寄  
り涼い，子どもを見取り，中元を構想する力量を高めることが大切であり，そのためには校l勺（：固）  

研修の充実を図ることが重要であることに併せて次の2点に  

ついて指導助言していただきました 

二1二発問のタイミンクや指名の仕方，机間指導の動きなど，視点   

を絞り込んだ協議をすることにより，自分自身の指導スタイル   

を見直すことができる。またそのことで指導力の幅を拡げ，   

様々な授業場面での柔軟な指導が一層可能になるということ。  

才 子どもがどのような発問や意見に反応しているかをつぶさに   

見取り，合わせてその背景や原因を協議することで，子どもを   

育むための支援がより明確になってくること。  

戟囁鍾旦萎6年沃乾異研修講座  

＝＝  ∵ヒ二二こ＝ ′．∴ ⊥、「下＝  

三て㌻ヰ当＝ 三三〒息  

ステップアップをめざして  文教大学女子短期大学部講師楢崎教子  

女子柔道でアトランタオリンピック銅メダル，シドニーオリンピック銀メダルを獲得した文教  

大学女子短期大学部講師の楢崎致了一さんから「生き方に学ぶ」というテーマで ，ご自分の柔道人生  

について語っていただきました。   

道場を経営しているお父様から手ほどきを受けて柔道を始めたこと。高校や人学で，自分の艮所  

を見つけだし伸ばしてくれたすばらしい指導者やコーチと巡り会ったこと。しかし，「世界選手権や  

オリンピックに出られたらいいな」ぐらいの気持ちでは絶対に出られないで壁にぶち当たったこと。   

アトランタオリンピックの後，目標を見失い一時競技を中断していたこと。そんな時々にライバ  

ルでもある友人やコーチとのかかわりを通し自分自身を見つめ直した結果，柔道に取l）組む考え方  

が変わりシドニーオリンピックに向けて再挑戦することができたことなどをビデオや試合での裏話  

を交え楽しく話していただきました。夢の実現に向かって努力した  

話を聞かれた先生方は，自分白身の生き力一に照らし合わせ「元気が  

出た」と感想を言っておられました。   

最後に話された次の言葉が大変心に残りました。  

こうなりたいという将来の自分のイメージをハツキリもって，  

それに向かつて努力すること  

この言葉は楢崎さんの人生訓だそうです。  

－4一   



敬 重 講 座  

≡語弊、墓競  

世 界 の 山 々 を め ざ し て  

霹座fJ漉∴票  

「みなさんこんにちは！」明るい挨拶ののち，「話にはスピード違反がないから…」と輯妙なテン  

ポでお話が始まりました。エベレスト常山を初め，7大陸の鼓高峰について順次お話をされました。J  

オセアニアの諒高峰カルステンツピラミッドがある朴イリアンのニューギニアでは，そこで生活さ  

れている人たちは，肖分たちと比べ，驚くほど力強くジャングルのぬかるみの中を歩かれることか  

ら，自然の巾で生き抜くために強敵な体力をもっていることであるとか，女性だけで南極人障に行  

かれた峠，南棟の厚さ2000mを超す氷河の圧倒的な存在感や雪原にキラキラ光る氷の結晶を見て，  

肖分が自然の中で生かされていることを深く実感されるとともに，「二の美しさを汚してはいけな  

い」と感じ，排泄物は全部持って帰られたことだとか，すべてが興  

味深いI勺容でした。最後にエベレスト登頂について話され，次のよ  

うな言葉で講演を締めくくられました。  

1400日間の準備期間．130日間の登山，ほんの一瞬の山頂滞  

在を振り返り，成功の鍵を握っているのは特別な体力や技術  

ではなく，多くの人が一つの目標に向い「本当にやるんだ！行  

くんだ！」という強い意志を持ち続けること  

今もこの精神で登頂にチャレンジしていらっしゃるそうです。  

コ ラ ム   

妖  

平成13年7月に国立教育政策研究所  

が文部科学省の委託を受け，小学校第  

5学年， 中学校第2学年，高等学校第  

2学年の合計1，426人に学習意欲に関す  

る調査を行いました。右図は，その中  

で「先生にほめられたとき」について  

の結果です。このグラフから，どの学  

年もほめたり，はげましたりすること  

が学習意欲を高めることに効果がある  

ことが分かります。   

ほめられることで，気分が良くなり，  

血行が促進され，ストレスが軽減され  

ると言われています。また，ほめられ  

「学習意欲に関する調査研究」  

先生にほめられたとき  

高等学   
N＝4  

0ウる  20％  40％  60‰  80％  

とてもやる気にちる 田やる気になる 醐 やる気がなくなる口とてもやる気がなくなる  

ると大きな自信が得られるとともに，  

自分の成長に気付くことができ，自らの可能性を伸長させる“推力”になると思われます。  

ー   



指定都市教育研究所連盟第13次共同研究について   

教育における課退は，社会の変化ヤそれに伴う子ビもの状況によってちがってきます∵指定都11丁数育研究所  

連盟では，これまで全円の政令指㍍都巾が共同して，調香研究の千法を円いて，ナビもたちの状況を把握し，そ  

の時々の状況における教育の課題を明確にするとともに．その径の致育の在り方について提言してきました。   

このたびの第13次の研究は，「丁一ビもたちの意識を適して教育改平の道標をホす－はたしてナビもは変わった  

のか－」をテーマとし，「了一どもの生i．†」「」′一どもの人間関係」「ナビもの自」像」「イせもと子校」という視点か  

ら，硯在の政令指定都市の14，400人のJ・どもたちの意識を調企し，その結果を次のような視点や「叶行から分析し，  

新しい教育の指針を示すものにしたいと考えていますし、  

○子どもの生活 ～「遊び」「お金」「心の健康」の視点から、   

■子ビもの遊びの推移と充足感，ストレス要因 など  

○子どもの人間関係、「人」「友二だち」「親」の視点から＼  

・他者からの承認・孤立感，人とのかかわり方 など  

○子どもの自己像 ～「人間観」「祉会観」「自己認識」の視点から、  

・もめごとの原因，自己の生き方の指標 など  

○子どもと学校、「学習」「集団活動」「学級」の視点から～  

・勉強している理由，学級生活への参画意欲 なと 

教育用コンテンツについて   

現在，小学校では校内LANの整備が進んでいますが，近い将来，すべての学校で普通教室からネソト ワークを  

描川した授業が可能となります。）ネットワークを活け＝ノた授業を行う際に重安になってくることの一つに，教育  

用コンテンツの充実があげられます。   

このことを受けて，インターネットLに教育情祁ナショナルセンター（NICER）が既に凶により公開されてい  

ますが，より傾いヤすいサイトを目指してリニューアルさjL，全国の教育センター等が保有している教育用コン  

テンツを，みんなが共有できるようなシステムが構築されました。ノ広島市数個センターでも，これまで先生方の  

個人資産であったコンテンツを蓄積し，地域の特件を生かした教育用コンテンツの整備，提供について，その仕組  

みを構築中です。   

では，教育川コンテンツとはどのようなものなので  

しょうか（」次のように四つに分類できます。  

① 学習指導において理解を深めるための素材（写真や動画等）  

② 個別学習のための自作ソフトウエア（コースウエア等）  

③ 校務処理の効率化のための定型フォームやプログラム  

④ 学習指導案，シラバス  など  

これらを，教育用コンテンソとして公開する場合に  

は，公開のレベル（校軋広島市のネットワーク内，・  

般公開）に応じて，著作権や肖像権，個人情報の保護に  

配慮する必要があります。地域の特性を生かした教育  

用コンテンツづくりに一緒に取り組んでいきましょう√．  

まモJHF障  

、競′r る 

＃ろ…1F′ご′レ隼L「い 

QOrFt◎nt6   

集帯さILろ粛へのこ井内  

J要転用：苓反訴盲ごノト象1i   

」三≡呈り軍J亘珂ぢ．琴ノ吏＝鼠   

■1■▲丁！」iI▲ト」雷   

′ －．・、、i’I・l‥ ・   

J王室11ヰ辰研軍咋昔  

風ニニ⊥」⊥。ユ三 ニノー  
ノ；二’、、■▼～？■；－l‘1八▼、   

、手斬首司ノブ一二三二亡旦廷  

j些竪退二二  

J軍帽瑠至敏捷  

（広島市教育センター Webページより）  
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● 一   

悪 意童 洩 粘 歳 三諒 嶽 餌 義宗 羞鰯 表感 崖迫 軸 姦鉛 管薄 義轟 鹿薫  

教育センターでは，各千枝等にお  

ける教育活動等を支持するため，教  

育関係資料を計画的に収集・整備L  

ておりますこ：今年度情人したビデオ  

教材を紹介します「   

′ 

個人（団体）3本まで，5 

人権教育  

F少年犯罪その罪と罰』  

『いのち輝くとき』   

その他  

F知っておきたい応急手当一急病のとき，けがのとき一』  

『夏服の少女たち』  

fビデオ生徒の心をつかみたい ～スクールカウンセリング～」】  

昔「言葉にならないことば」を感じ取る  

苫不登校・いじめとその対応   

①〉 教師・悩みと成長  

囚
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員数胃センターひ引ま も  
㍗ 閂 卵油捌亀関三間醐撃  

さ   
：   ～  

モ  ミ     至 這蔓 喜郎無闇遥 喜㌫榔堀頭遥も紬弼璃頒鳩頗悌  

〔セ ン タ ー  こ の1年〕  
、＼  

未来型教育研究開発事業   

小チ校第1学年におい て，学級致が2学級Jリ、卜で  

1サ級（7）児童数が36名以仁の学級に対して非常勤講  

師を配置した学校を対象に，抜放教員による学級指  

導の有効性や効果的な指導方法などについて研究を  

進めています【  

市lノ、」小・中・高・養護学校26校を教育センターを  

介してインターネットに高速接綜し，教育ノバ去等の  

研究開発を行っています。  
ノノ  

事業内容等の紹介  

Webページにおいて，事業内容等について紹介し  

ています二 役立つ情報を提供できるように，  

もコンテンツの充実を回っていきます。  
＼＼  

題 字 広島市立宇品中学校良 二高 遺裕  

表紙絵 広島市立五日市観音小学校教頭 栗栖 恒久  
教育研究活動の支援   

「ニ 編一隻一後」－－」記  
＋     L＝   

年度末Cr）まとめや来年度の準備に向けてご多用の  

ことと存じます∵ 教育センターでは皆様のお役に立  

てるように，より層努力していきたいと考えてお  

りますこ来年度もよろしくお願いします。  

編集・発行／広島市数台センター  

〒7320068 吐こ島市両区牛刑新町一丁日17番1号  

TEL（082）223－3563  FAX（082）2233580  

先生方の研究活動の奨励事業を行っております。  

本年度は15グループが事業に参加されました。  

※グループ名等については所報71号を参照してくだ  

さい。  

E－mail：edu－Cen（er＠ci†y．hiroshima，jp  

Webゝite：http：／／www・hcec・ed・jp／  

広X62002－23   ノノ  
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